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第１節 保健・医療 

１．保健予防活動の充実 

（１）市民の健康づくり 

○市民に対する保健サービス及び身体障害者等に対する各種の福祉サービスの提供を行った。 

・保健福祉センター利用状況 

区 分 保健 児童 障害 高齢 一般 市機関 合計 

利用件数(件) 537 1,128 615 22 63 44 2,409

利用者数(人) 9,611 31,092 11,714 628 2,629 1,004 56,678

・上記以外（各種相談）利用者数 

母性相談 栄養相談 健康相談

子育て 

支援総合

センター

障害者 

生活支援

センター

地域包括

支援総合 

センター 

ことばの 

教室 
合計 

1,941 49 274 4,949 677 148 5,173 13,211

 

（２）感染症などの予防 

○予防接種実施状況 

区 分 
ジフテリア・ 

百日咳・破傷風 

ジフテリア・

破傷風 

急性灰白髄

炎(ポリオ)

麻しん・ 

風しん混合 

麻しん 

単独 

風しん 

単独 

接種者数(人) 5,330 594 2,574 4,759 5 6

○結核検診実施状況 

区 分 ＢＣＧ接種 間接撮影 

受診者数（人） 1,405 5,754

○インフルエンザ予防接種実施状況 

・中学３年生、高校３年生    接種者数   １，７７７人 

・高齢者（６５歳以上対象）   接種者数 １６，１６２人 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

２．成人保健活動の充実 

（１）生活習慣病の予防 

○健康教育実施状況 

区 分 婦人会 老人クラブ 町内会 企業・サークル その他 合 計 

実施回数(回) 14 38 21 42 23 138

受講者数(人) 273 1,094 485 1,151 680 3,683

○健康相談実施状況 

・実施回数  面接  ７５回 利用者数  面接 ２５２人 

       電話 １１１回       電話 １９７人 
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○検診実施状況 

   区            分 検診日数 受診者数 

胃 が ん 検 診 集 団 92 日 5,074 人

集 団 14 日 1,084 人
子 宮 が ん 検 診 

施 設 12 ヵ月 4,751 人

集 団 15 日 1,101 人
乳 が ん 検 診 

施 設 12 ヵ月 2,609 人

集 団 91 日 1,905 人
前 立 腺 が ん 検 診 

施 設 12 ヵ月 905 人

肺 が ん 検 診 集 団 92 日 5,536 人

集 団 92 日 5,237 人
大 腸 が ん 検 診 

施 設 12 ヵ月 3,920 人

集 団 92 日 16 人
健 康 診 査 

施 設 12 ヵ月 112 人

集 団 92 日 1,013 人
肝 炎 検 査 

施 設 12 ヵ月 814 人

集 団 92 日 159 人
市 民 健 康 診 査 

施 設 12 ヵ月 66 人

骨 粗 し ょ う 症 検 診 施 設 12 ヵ月 181 人

○市民健診・健康診査保健指導（初回支援実施分） 

・積極的支援        利用者数   ２人 

・動機付け支援       利用者数   ３人 

○健康づくり講座 

・健康プラン１日コース   実施回数 ２０回  参加者数  １１９人 

・食事バランス講座     実施回数 １０回  参加者数   ４６人 

・からだスッキリ講座    実施回数 ２０回  参加者数  ３０９人 

○リラクゼーション事業 

・実施回数  １２３回   利用者数  ７５７人 

【保健福祉部 健康推進課】 

（２）寝たきり・認知症の予防 

○訪問指導事業 

・訪問指導実施状況 

区分 
健康診査の 

要指導者等 

閉じこもり

予   防
介護家族者 寝たきり者 認知症老人 その他 合 計 

実訪問者数(人) 92 4 4 1 0 19 120

延訪問者数(人) 96 15 6 1 0 44 162

○身体障害者体力向上トレーニング事業 

・実施回数  ２７２回  実参加者数  １０８人  延参加者数  ６，４９９人 

○介護予防事業 

・実施回数  ９２４回  実参加者数  ６４１人  延参加者数  ７，７７８人 

○いきいき温泉事業 

・実施回数  １３６回  実参加者数   ９０人  延参加者数  ２，３５６人 

○生活機能評価 

・受診者数  ６，９６５人 
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○「口腔機能の向上」に関する講座 

・実施回数   ４７回  実参加者数  ２９８人  延参加者数    ４７９人 

○ひろびろ元気教室 

・実施回数   ６４回  実参加者数  １７５人  延参加者数    ８２２人 

 

【保健福祉部 健康推進課・介護保険課・高齢者福祉課】 

（３）精神保健対策の充実  

○回復者クラブ活動事業補助    ７件  

○福祉ホーム運営費補助      ２件 

○施設通所交通費助成       実利用者数 ８７人 

・所得制限を見直し（所得要件を世帯単位から個人単位へ変更）対象者の拡充を図った。 

（見直しにより新たに対象となった者のうち、実際に利用した者は上記実利用者数のうち 

２３人。） 

【保健福祉部 障害福祉課】 

（４）難病対策の充実 

○エキノコックス症検査実施状況 

区  分 一 般 児童･生徒

血清検査受診者数(人) 22 0

       【保健福祉部 健康推進課】 

 

３．母子保健活動の充実 

（１）妊産婦及び乳幼児の健康 

○乳幼児健康診査 

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率(％) 有所見者数(人) 有所見率(％)
区    分 

Ａ Ｂ Ｂ／Ａ Ｃ Ｃ／Ｂ

４か月児 1,414 1,399 98.9 170 12.2

１０か月児 1,370 1,146 83.6 147 12.8

１歳６か月児 1,371 1,340 97.7 549 41.0

２歳児(健康相談) 145 97 66.9 － －

３歳児 1,356 1,250 92.2 399 31.9

○妊婦健康診査 

妊婦健康診査における公費負担を５回から１４回へ拡大。超音波検査を１回から６回へ拡

大し、年齢制限を撤廃した。 

・妊婦一般健康診査  受診者数  １７，１５５人 

・超音波検査   受診者数   ９，７０２人 

○幼児歯科健診及びフッ素塗布 受診者数   ６，５９３人 

【こども未来部 子育て支援課】 

（２）乳幼児医療費の助成 

○０歳児から小学校修了前までの乳幼児等の医療費負担を軽減するため、個人負担分の一部又は

全部を助成した。（小学生については入院費のみ助成） 

・対象者数          ８，９７５人（年度平均） 

・乳幼児医療費助成件数  １５７，４９８件 

【こども未来部 こども課】 

3 



第１章 安心安全都市 

 

（３）相談活動の充実 

○母性相談室                       利用者数  １，９４８人 

○ほんわかファミリー教室                 参加者数    ４６０人 

○すくすく教室                      参加者数    ２８９人 

○母子訪問指導員による新生児、産婦訪問指導        実施件数    ８３２件 

○すこやか親子教室                    利用者数  １，７５２組 

○家庭訪問     

区  分 妊産婦 新生児 乳 児 幼 児 その他

訪問件数（件） 571 532 65 502 14

  ○性の相談事業 

・性の電話相談   専任相談員 １人配置     相談件数 ６５７件 

【こども未来部 子育て支援課】 

（４）特定不妊治療費助成 

○道補助の上乗せ補助        ４２件 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

４．地域保健医療体制の充実 

（１）救急医療体制の充実  

○休日、夜間における急病診療体制 

・一次救急 

患者数（人） 
区    分 内          容 

市民 市民以外 計 

夜間急病センター 年中 午後 9:00～翌午前 8:00 3,711 1,755 5,466

夜間 午後 7:00～ 午後 9:00 4,584 1,613 6,197

休日 在宅当番医制 

日曜 
午前 9:00～ 午後 5:00 9,173 4,920 14,093

休日 
休日歯科在宅診療 

日曜 
午前 9:00～ 午後 4:00 433 362 795

合                    計 17,901 8,650 26,551

・二次救急 

区   分 厚生病院 協会病院 第一病院 合 計 

待機日数（日） 179 148 109 436 

患者数 （人） 1,529 633 500 2,662 

    ※患者数は市民のみ 

     ・二次救急協力医療機関  

区   分 開西病院 協立病院 

待機日数（日） 29 29

患者数 （人） 52 46

    ※患者数は市民のみ 
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○休日、夜間における一次救急医療機関の案内 

・急病テレホンセンター案内状況 

音声テープ案内 職員対応 合計 

4,835 件 5,306 件 10,141 件

※職員対応の件数は市民のみ  

 ○二次救急医療に係る体制整備として、３病院及び協力病院との連携を図った。 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

第２節 地域福祉活動 

１．地域福祉活動の充実 

（１）福祉団体の充実 

○地域福祉活動の中心的役割を担っている社会福祉協議会が実施する地域福祉振興事業をはじ

め、民間福祉団体等への支援を行い、地域福祉の推進を図った。 

【保健福祉部 社会課】 

（２）福祉活動の拠点整備 

○グリーンプラザの利用状況 

高齢者、障害者、福祉団体等の活動の用に供する施設として、市民の健康増進と福祉の向上

を図った。 

・利用状況   件数 ９，５３６件   人数 １６３，００７人 

【保健福祉部 社会課】 

第３節 高齢者福祉 

１. 高齢者の生きがいづくり 

（１）社会参加機会の拡充 

〇高齢者の社会参加を促進し、健康でいきいきと暮らすことができるよう支援を行った。 

・高齢者スポーツ大会             参加者数      ６４６人 

・高齢者バス券交付（７０歳以上対象）   交付対象者数   １８，７９２人 

                     バス券交付者数  １２，９２７人 

所得制限を見直し（所得要件を世帯単位から個人単位へ変更）対象者の拡充を図った。 

（見直しにより対象者数は拡充し、約１．６倍となった。） 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

（２）生きがいづくり 

〇高齢者が生きがいをもって積極的に地域活動に参加できるよう、老人クラブなどの自主的活動

を支援するとともに、活動の場づくりを進めた。また、健康づくりや友愛活動、世代間交流を図

る社会奉仕事業に対する支援を行った。 

・老人クラブ育成事業          ２０１クラブ    １１，６５０人 

・老人専用バス貸出            ６９回       １，９７９人 

・敬老祝金支給事業      受領者数  ７７歳（喜寿）   １，５０３人 

                     ８８歳（米寿）     ４２６人 

                    １００歳          ２９人 
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〇「ねんりんピック北海道・札幌２００９」の開催 

９月５日から７日までの３日間にわたり、「ねんりんピック北海道・札幌２００９テニス交

流大会」を開催した。 

・合同開始式開催（ゲートボール交流大会・パークゴルフ交流大会との合同） 

会 場：帯広市総合体育館 

参加者：２，２５０人 

・テニス交流大会（第１日目 予選リーグ戦、第２日目 決勝トーナメント戦） 

会 場：帯広の森テニスコート 

参加者：  ４５３人 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

２．在宅サービスの充実 

（１）在宅サービスの充実 

〇介護を必要とする高齢者が在宅で安心して暮らすことができるよう、ホームヘルプサービスや

ショートステイ、配食サービス等の各種サービスを行った。 

・ホームヘルパー派遣       ２１７．５時間   実利用者数     ４人 

・通所入浴                ６２回   実利用者数     ２人 

・配食サービス          ９７，３７０食   実利用者数   ６９７人 

・家族介護用品支給         ２，０３１件   対象者数    ２１７人 

・ひとり暮らし高齢者訪問活動  １６４，９７７回   実利用者数 １，１０４人 

・高齢者在宅生活援助サービス         ２７６回   実利用者数    ６５人 

・ねたきり高齢者等寝具類クリーニング  ３３４件   実利用者数   ２０９人 

・ねたきり高齢者等理美容サービス    ７３７件   実利用者数   １９１人 

・家族介護リフレッシュ           ４回   参加者数      ５７人 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

（２）緊急対策の充実 

〇ひとり暮らしの高齢者が安心して生活できるよう、高齢者緊急通報システムを整備した。 

・緊急通報システム      設置数   ８００台 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

  

３．施設サービスの充実 

 （１）共生型福祉事業の充実 

  〇高齢者と障害者が、共同生活を行い、また地域住民との交流、老人クラブ等のボランティアな 

  どの参画により、高齢者及び障害者が地域の中で社会の一員として自立し、生きがいをもって安 

  心して暮らせるよう、共生型福祉施設整備を行った。 

   ・施設建設補助    １件 

   ・設備等購入補助   １件  

                               【保健福祉部 高齢者福祉課】  

  （２）小規模福祉施設スプリンクラー等の充実 

  〇小規模福祉施設における防火管理体制等の見直しに対応するため、認知症グループホームのス 

  プリンクラー設置経費に対して補助を行った。 

   ・補助対象     ６事業所９施設 

                               【保健福祉部 高齢者福祉課】  
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（３）介護老人保健施設（老人保健施設）の整備 

〇介護老人保健施設整備費補助 １件 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

４．総合的なサービス提供体制の整備 

（１）総合相談窓口の設置 

〇保健医療福祉に関する相談や苦情をどこに持ち込んだら良いかわからない場合に、安心して何

でも相談できる窓口として設置し、相談内容に応じて、必要なサービスや担当窓口の紹介、調整

を行った。 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

（２）地域包括支援センターの充実 

〇各センターに１名ずつ認知症担当専門職員を配置し、認知症対応サービスの充実を図った。 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

第４節 障害者福祉 

１．ノーマライゼーション（正しい障害者観）の定着 

（１）意識の啓発 

○帯広駅内公共スペースの「福祉のひろば」と保健福祉センターを活用し、障害者が作成した作

品等の展示・即売会や福祉機器の展示会を開催することにより、障害者の交流の機会を拡大する

とともに、障害者への理解を深めた。 

【保健福祉部 障害福祉課】 

（２）ノーマライゼーション推進地区 

○大正地区、大空・南の森地区、東部地区、西帯広地区を指定。各地区においては、ノーマライ

ゼーション理念の普及啓発をはじめ、ふれあい交流事業や研修事業等各種事業が行われた。 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

２．社会参加の促進 

（１）社会参加の促進 

○心身障害児水泳教室 

・帯広の森市民プール ５月８日～７月２４日 毎週金曜日 

１２回開催 延参加者数   １７７人 

○ハンディキャップスキー講習会 

・メムロスキー場  １月７日～８日  参加者数     １２人 

○リフト付福祉バス運行事業 

・福祉団体利用分              ４４件 

・デイサービス利用分          ３，０６８人 

○手話講習会       ３６回開催 延参加者数   ４０６人 

○手話ステップアップ講座      ４０回開催 延参加者数 １，０３１人 

○要約筆記講習会        ８回開催 延参加者数   １０７人 

○点字講習会        ９回開催 実参加者数    ３１人 

○音訳・校正ボランティア養成講座   ８回開催 実参加者数    １２人 

【保健福祉部 障害福祉課】 
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３．福祉サービスの充実 

（１）予防・早期発見･早期療育体制の充実 

○幼児ことばの教室                延利用回数   １，５４８回 

○心身障害児通園事業               延利用回数  １０，４６２回 

○心身障害児早期療育事業             延利用回数     １９７回 

○養育に不安を持つ親子に対し、「カンガルー教室」を継続開設し相談指導を行った。 

【こども未来部 子育て支援課】 

（２）社会適応訓練などの充実 

○中途視覚障害者リハビリテーション事業      延利用者数      ３９人 

○在宅身体障害者各種創作活動等の教室（５教室）  開催回数      １３７回 

                         延参加者数   １，８８９人 

○障害者生活支援センター事業（在宅障害者講座など）開催回数       ４４回 

                         延参加者数     ９６１人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

（３）在宅サービスの充実 

○身体障害者送迎事業               延利用者数   １，０５５人 

○心身障害者（児）通所施設等交通費助成      実利用者数     ２２４人 

・所得制限を見直し（所得要件を世帯単位から個人単位へ変更）対象者の拡充を図った。 

（見直しにより新たに対象となった者のうち、実際に利用した者は上記実利用者数のうち 

５８人。） 

○重度障害者等移動制約者タクシー料金助成     実利用者数   １，７６２人 

・所得制限を見直し（所得要件を世帯単位から個人単位へ変更）対象者の拡充を図った。 

（見直しにより新たに対象となった者のうち、実際に利用した者は上記実利用者数のうち 

４０７人。） 

○手話通訳者派遣                 派遣件数      ２１０件 

○要約筆記通訳者派遣               派遣件数       ５５件 

○在宅重度身体障害者緊急通報システム       設置数        ４７台 

○重度心身障害者理美容サービス          延利用者数     ２０１人 

○重度心身障害者クリーニングサービス       延利用者数      ６２人 

○補装具等の交付・修理                        ６８７件 

○日常生活用具の給付                       ３，７６９件 

○障害者自立支援給付サービス（居宅介護・重度訪問介護・行動援護） 

                実利用者数      ２００人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

（４）相談体制の充実 

○相談体制    総合相談員外９人       相談件数    １０，０８１件 

○帯広市地域自立支援協議会           開催回数        １２回 

【保健福祉部 障害福祉課】 

（５）その他 

○身体障害者手帳交付状況            交付者数      ７，５５６人 

○療育手帳交付状況               交付者数      １，３５７人 

○精神障害者保健福祉手帳交付状況        交付者数        ９２８人 

○自立支援医療（精神通院）受給者証交付状況   交付者数      ２，３５８人 
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○特別障害者手当等支給             受給者数        ２２３人 

○更生医療の給付                受給者数        ５１１人 

○重度心身障害者医療費特別給付         延受診者数    ７０，３０４人 

  平成２０年１０月より、対象外となっていた重度精神障害者のうち、精神障害者手帳１級所  

持者への拡大を行った。 

○障害者自立支援法の導入 

 ・障害程度区分認定者                         ３７３人 

 ・障害者福祉サービス独自軽減制度適用者                ４９１人 

 ・軽減対象範囲拡大のため、資産要件の見直しを実施。 

 ・障害福祉サービス報酬改定（平均５．１％の引上）。 

 ・障害者自立支援対策臨時特例交付金を活用し、利用者負担の軽減や事業所への支援を実施。 

○地域活動支援センター                         １２ヵ所 

○障害者自立支援給付サービス（施設入所支援、旧法施設支援、共同生活介護、共同生活援助、

短期入所、生活介護、療養介護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援、児童デイサービス） 

１，１８７人 

○自立支援医療の独自軽減（拡充）        実利用者数       １７１人 

○生活保護受給者の人工透析費用         実利用者数        ６１人 

○地域生活体験ハウス事業            延利用者数       １２２人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

第５節 児童福祉 

１．保育施設の整備 

（１）保育所の整備 

○民間移管に向け、南保育所の屋根改修及び外壁等塗装業務を行った。 

○民間移管に向け、栄保育所の屋根塗装及びフェンス改修を行った。 

○ことぶき保育所ほか４ヵ所のへき地保育所の修繕を行った。 

○施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(ヵ所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

認可保育所 

へき地保育所 

26

7 

2,520

375 

2,541 

210 

合 計 33 2,895 2,751 

※へき地保育所のうち、上帯広保育所（定員３０人）については休所中。 

【こども未来部 こども課】 

（２）児童保育センターの整備 

○施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(ヵ所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

児童保育センター 26 1,290 1,399 

※定員には分室分を含まない。 

○農村部に２ヵ所の児童保育センターを新設した。 

 ・愛国児童保育センター  定員 ２０人  入所児童数 １０人 

 ・清川児童保育センター  定員 ２０人  入所児童数 １３人 

○各児童保育センターの改修・修繕を行った。 【こども未来部 こども課】 
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２．保育サービスの充実 

（１）低年齢児・障害児保育の充実 

○乳児保育   帯広保育所  外２２所     月平均入所児童数  １４１人 

        受入枠の拡大          日赤東保育所   ３人→６人 

○障害児保育  緑ヶ丘保育所 外２５所     入所児童数     １１１人 

 ・私立保育所に対し、障害児及び要支援児（障害児認定を受けていないが特別に配慮が必要な

児童）３人に対し保育士２人を配置する体制の整備を行った。 

○病後児保育  Ｃｈｉｐｓ、ひなたぼっこ    延利用児童数    １５９人 

【こども未来部 こども課】 

（２）延長保育・休日保育などの充実 

○延長保育   帯広保育所 外１９所      日平均利用児童数  １２１人 

○休日保育   すずらん保育所         日平均利用児童数   １２人 

【こども未来部 こども課】 

（３）共同保育所などへの支援 

○認可保育所待機児童の受入れを行う共同保育所に対し支援を行った。 

・受入児童数   １人 

【こども未来部 こども課】 

 

３．総合的な子育て支援 

（１）子育て支援体制の充実 

○一時保育の実施（こでまり保育園、すずらん保育所、日赤東保育所） 

                         延利用者数  ４，４７９人 

○一時保育の充実 すずらん保育所の補完として、日赤東保育所で乳児の一時保育を行った。 

○絵本との出会い事業   

  保健福祉センター等において、生後４ヵ月の乳幼児に絵本を配布した。 

                          配布児童数   １，４１４人 

○子育て支援短期利用事業の実施（十勝学園）     延利用日数     １１１日 

○第３子以降の保育料無料化             対象児童数      ４１人 

○児童手当             受給対象世帯数（２月定時払） ９，５３７世帯 

○児童扶養手当                   受給対象者数  ２，５５８人 

○特別児童扶養手当                 受給対象者数    ４２１人 

○助産施設入所措置援護 

・児童福祉法第２２条による助産施設 

    帯広協会病院、帯広厚生病院          措置件数       ２２件 

○家庭児童相談室    心理相談員   １人配置 

相談員     ２人配置   相談件数    ４，９５５件 

○先輩ママさん訪問員制度 

育児の孤立化、育児不安を軽減するため、先輩ママさんが新生児のいる家庭を訪問し、子育

て情報の提供やゴミ袋を配布した。 

・登録数     ３６人 

○こんにちは赤ちゃん事業（地域担当保育士） 

乳児家庭の全戸訪問のうち、第２子以降の乳児のいる家庭を対象に保育士が訪問し、育児や

子育て不安に対するサポート体制の整備を図った。 
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○児童虐待防止リーフレットの作成・配布 

地域人権啓発活動の一環として、児童虐待防止リーフレットを作成し、関係機関、子育て世

帯、児童に配布した。 

【こども未来部 こども課・子育て支援課】 

（２）労働環境の改善促進 

○子育て応援事業所登録制度 

次代を担う子どもたちの健やかな育成を支援する事業所を「子育て応援事業所」として登録

する制度の普及を図った。 

・子育て応援登録事業所数     １３０事業所 

○おびひろ子育て応援企業ローン 

子育て応援事業所として登録した事業所に対し、運転資金や設備資金を優遇金利で融資する

制度を、商工中金帯広支店の協力により実施した。 

・融資実績              １事業所  １，０００千円 

【こども未来部 子育て支援課】 

（３）放課後児童対策の充実 

○待機児童対策 

 ・緑ヶ丘、柏林台及び稲田児童保育センターの分室を、昨年度に引き続き開設した。 

                       月平均入所児童数    計 ８３人 

○大規模児童保育センターの分割 

 ・若葉及び豊成児童保育センターに新たに分室を設置した。 

                       月平均入所児童数    計 ４８人 

【こども未来部 こども課】 

 

４．母子・父子福祉の充実 

（１）相談体制の充実 

○母子家庭に対する各種の相談活動を行った。 

 ・母子相談     母子自立支援員 １人配置   相談件数     ６０１件 

【こども未来部 こども課】 

（２）母子家庭等の自立支援 

○母子家庭等日常生活支援 

  母子・父子家庭へ家庭生活支援員の派遣を行った。 

 ・生活支援  ４人   延日数 ４１日   延時間数 １２１時間 

 ・子育て支援 １人   延日数  ２日   延時間数   ５時間 

○自立支援教育訓練給付金 

  母子家庭の母に、就職用教育訓練講座受講費用の一部を助成した。 

 ・ホームヘルパー講座   ９人 

○高等技能訓練促進 

資格取得を促進するため、養成機関に修業する母子家庭の母に支給する訓練促進費の支給期

間を、修業期間の後半期間から全期間に拡充した。 

 ・支給者         ９人 

【こども未来部 こども課】 

（３）ひとり親家庭等医療費の助成 

○ひとり親家庭等医療費給付事業       給付件数  ６６，８２４件 
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 ひとり親家庭等の母または父及び児童（１８歳または２０歳未満）の医療費負担を軽減する

ため、個人負担分の一部または全部を助成した。 

・受給対象者数（平成２１年３月末）       親   ２，３５４人 

                        子   ３，５４３人 

【こども未来部 こども課】 

第６節 アイヌの人たちの福祉 

１．アイヌ民族・文化への理解促進 

（１）民族・文化への理解促進 

○「世界の先住民の国際デー(８月９日)」にちなんだ記念事業としてアイヌ文化展を開催し、ア

イヌ民族・文化への理解促進に努めた。 

・開催日時    ７月２９日～３１日 

・開催会場    庁舎市民ホール 

・内    容    民具・手工芸品・パネルの展示、アイヌ文化体験コーナー、啓発資料の配付 

【保健福祉部 社会課】 

 

２．生活・教育環境の整備 

（１）生活環境の整備 

○アイヌ生活相談員により、アイヌの人たちの生活、健康等についての指導・援助を行った。 

・相談件数   ４２１件 

・相談内容    生活(２１６件)、健康(４０件)、教育(２１件)、その他(１４４件) 

【保健福祉部 社会課】 

（２）交流活動の促進 

○アイヌの人たちの活動拠点である生活館の管理・運営を行い、地域交流の推進を図った。 

・生活館利用状況 

延利用件数  ５１７件  延利用者数  ６，８０５人 

主な利用内容 アイヌ語教室、アイヌ刺しゅう教室、帯広カムイトウウポポ保存会等 

【保健福祉部 社会課】 

 

 

 

第７節 社会保障 

３．介護保険制度の運営 

（１）介護保険制度の運営 

○被保険者数（平成２２年３月末現在） 

世 帯 数 被 保 険 者 数 

総世帯数 

(世帯) 

第 1 号被保

険者世帯数 

(世帯) 

第 1 号被保

険者世帯数

対前年比 

総世帯数に

占める第 1

号被保険世

帯数の割合

総人口 

(人) 

第 1 号被保

険者数 

(人) 

第 1 号被保

険者数対前

年比 

総人口に占

める第 1 号

被保険者数

の割合 

80,100 26,400 102.0% 33.0% 167,395 37,139 102.3% 22.2%
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○要介護認定状況（平成２２年３月末現在）                 

区 分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

第 1 号 

被保険者 

（人） 

811 1,043 1,577 1,021 757 720 655 6,584

第 2 号 

被保険者 

（人） 

9 21 51 38 18 16 28 181

総数（人） 820 1,064 1,628 1,059 775 736 683 6,765

○サービスの利用状況（延人数）             

施 設 介 護 サ ー ビ ス 

区 分 
居宅介護 

サービス 

地域密着 

型サービス 介護老人  

福祉施設 

介護老人  

保健施設 

介護療養型

医療施設
小 計 

サービス

受給者計

第 1 号 

被保険者 

（人） 

43,526 6,856 5,866 5,083 787 11,736 59,947

第 2 号 

被保険者 

（人） 

1,308 16 39 157 0 196 1,516

総数（人） 44,834 6,872 5,905 5,240 787 11,932 61,463

※居宅介護サービスとその他のサービスをともに利用している方がいることから、それ

ぞれの計と合計は一致しないことがある。 

 

○介護保険料軽減の状況（帯広市独自軽減分） 

人数 軽減額 軽減前の額 軽減後の額 軽減率 

301 人 3,759,690 円 10,019,490 円 6,259,800 円 37.52%

 

・世帯一人当りの収入が、老齢福祉年金相当額以下 

所得段階 基        準 人数 保険料 軽減額 軽減後の額

第１段階 

生活保護受給者を除く老齢福祉年金

受給者のうち、世帯一人当りの収入

が老齢福祉年金相当額以下の場合 

5 人 25,140 円 12,570 円 12,570 円

第２段階 96 人 25,140 円 12,570 円 12,570 円

第３段階 0 人 37,710 円 25,140 円 12,570 円

第４段階

（特例） 
45,250 円 32,680 円 12,570 円

第４段階 

世帯一人当りの収入が老齢福祉年金

相当額以下の場合 

0 人 50,280 円 37,710 円 12,570 円

・生活保護基準なみの世帯 

所得段階 基        準 人数 保険料 軽減額 軽減後の額

第３段階 193 人 37,710 円 12,570 円 25,140 円

第４段階 

（特例） 
6 人 45,250 円 20,110 円 25,140 円

第４段階 

単身世帯で前年収入１３０万円以下

の場合。ただし、世帯員が一人増え

るごとに６０万円を加算する。 
1 人 50,280 円 25,140 円 25,140 円

（２）介護報酬改定の対応 

国庫支出金をもとに設置した介護従事者処遇改善臨時特例基金の繰入により、介護報酬改

定等に伴う保険料上昇の抑制を図った。また、介護給付費準備基金の計画的な繰入により保

険料基準額を第三期と同額に据え置いた。 

【保健福祉部 介護保険課】 
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 ４．生活の援護 

（１）自立の支援 

保護区分 延人員 保護区分 延人員 

生活扶助 51,127 人 出産扶助 1 人

住宅扶助 48,207 人 生業扶助 1,666 人

教育扶助 4,826 人 葬祭扶助 65 人

介護扶助 6,222 人 冬季薪炭費 12,415 人

医療扶助 39,546 人 施設事務費 356 人

月平均世帯数 3,196 世帯 

月平均人員 4,466 人 

月平均支出額 619,644 千円 

 

【保健福祉部 保護課】 
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第１節 幼児教育 

１．幼稚園教育の充実 

（１）就園の奨励 

○父母の経済的負担を軽減し、幼児の就園促進を図るため、就園奨励費及び教材費を補助

し、幼稚園教育の充実に努めた。また就園奨励費については、国の制度見直しに伴い、補助

額の拡充を行った。 

・就園奨励費支給者数   １，５６９人 

【こども未来部 こども課】 

（２）研修機会の充実 

○幼稚園教員の資質向上のため、教員研修費を補助し、幼稚園教員の研修機会の充実に努

めた。 

・教員研修補助対象者数     ９９人 

【こども未来部 こども課】 

 

２．生涯学習活動への支援 

○児童会館活動 

・子供たちの科学する心や創造性・社会性を育むため、日帰り・宿泊学習のほか科学クラブ

や文化クラブなどの事業を行うとともに、野草園・岩内自然の村の管理を行った。 

・施設の利用状況 

施 設 名 利用者数（人）

児童会館 112,231

野草園 13,450

岩内自然の村 6,426

・科学関連事業 

科学展示室入場者                     ２３，１０７人 

プラネタリウム入場者                   １０，４９２人 

宿泊学習・日帰り理科学習            ７９校   ３，１２６人 

星の観察会                   １２回     ４０５人 

自然体験クラブ                  ６回      ５３人 

親子科学実験教室                ２４回     ６４６人 

少年少女発明クラブ               ２２回     ３６５人 

親子おもしろ教室                １２回     ５０１人 

青少年のための科学の祭典         １０月１１日     ８３４人 

中学生科学研究発表会           １１月１４日      ３９人 

理科クラブ                    ６回      ７０人 

・文化関連事業 

宿泊研修                   １３団体     ６３７人 

わくわくこどもまつり          ５月４日～６日   ４，１５７人 

氷まつり協賛行事              １月３１日   １，０６１人 

人形劇公演                   １１回     ７６３人 

親子エンジョイ将棋               １０回     １１９人 
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親子囲碁入門教室                １０回     １５９人 

もっくん教室                   ８回     ２４０人 

星空のコンサート                 ３回     １５２人 

全十勝小中学生将棋大会           ３月２１日     ２３６人 

帯広児童劇団公演             １１月２２日     ８８０人 

・国際協力事業  

ＪＩＣＡ理科実験教育研修コースの実施   ６ヵ国９日間     １０７人 

・野草園関連事業 

野草園開園の集い              ４月２９日     ２５０人 

野草園散策会（春・秋）              ２回     １６０人 

「野草園の花」作品展        ７月１３日～１７日     ９３０人 

・岩内自然の村関連事業 

ふれあいファーム          ５月～９月（３回）     ３７３人 

・公開講座                  ８月２日～９日     ９３５人 

                         １月１０日     ５５０人 

                         ３月２７日     ６６９人 

・出前講座  小学校          ６校   １１クラス     ４１８人 

       放課後・学童保育     １センター           １０人 

       保育所          ４ヵ所            ２２２人 

・地球のようす館                 ３月２１日     ３３１人 

【こども未来部 児童会館】 

 

３．青少年の健全育成 

（１）家庭教育の充実 

○家庭教育学級の推進   １６学級    学級生  ２７０人 

【こども未来部 子育て支援課】 

（２）体験活動機会の充実 

○各種青少年健全育成事業 

・子ども王国(プラザまつり)            ８００人 

・中学生からのメッセージ   １５校        １５人 

・体育館開放事業       ２５校     ７，６６５人 

○成人の集い          参加者数    １，０７５人 

【こども未来部 青少年課】 

（３）世代間交流の促進 

○放課後子ども教室・放課後子ども広場 

小学校を核として、放課後や週休日などに、児童が異学年の児童や地域住民と交流する

機会と場所を設け、地域の大人、ＮＰＯ法人等がボランティアとして特別教室等を活用して、

児童へ多様な体験活動を提供する居場所づくりを行った。放課後子ども広場は、学校内に

併設した児童保育センターと連携して居場所づくりを行った。 

・放課後子ども教室  １０校   延参加者数   １０，５２１人 

・放課後子ども広場   ３校   延参加者数    １，５９５人 

【こども未来部 青少年課】 
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（４）指導者の養成 

○北海道子ども会育成研究協議会（登別市）  出席者数    ４人 

○地域子ども会リーダー宿泊研修会        ２回  １５２人 

○ジュニアリーダー養成講座         修了者数   １５人 

【こども未来部 青少年課】 

（５）健全育成ネットワークづくり 

○青少年の健全育成をめざし、関係団体の連携強化を図るため、小学校区毎にフォーラムを

開催し、情報交換や課題検討を行った。 

・ ９地区   １，８６０人 

【こども未来部 青少年課】 

（６）非行の防止 

○指導員及び指導協力員等による街頭指導並びに相談員による青少年の悩み相談を実施し、

非行防止及び環境浄化に努め、青少年の健全育成の助長を図った。 

・街頭指導・声かけ総数  ４９６回  ３３０人  相談指導   ５１人   ９３回 

【こども未来部 青少年課（青少年センター）】 

 

５．生涯学習施設の整備 

（１）児童会館の整備 

○児童会館の耐震診断を実施した。 

○電子顕微鏡、高速度カメラを導入した。 

【こども未来部 児童会館】 

 

 

 


